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第 106回九州林政連絡協議会 照会事項 
 

１．九州各県が連携した林業大学校の研究・検討について（福岡県） 

 林業大学校や林業アカデミーなど、１年間または２年間、林業技術や知識を習得す

る研修・教育機関を整備する動きが全国的に広がっており、九州では熊本、大分、宮

崎県において設置・運営されているところです。本県において検討するにあたり予算

や研修生などについて情報収集したいので、林業大学校等を設置されている３県にお

かれましては、運営に必要な年間経費、研修生の状況（定員・入学者数）を御教示願

います。 

 また、林業大学校等を設置されていない県におかれましては、検討状況などを情報

提供願います。 

 これまで、本協議会を通じて九州各県連携による林業大学校等の創設について情報

収集させていただいておりましたが、すでに設置されている県もあることから、九州

各県が連携した林業大学校等の研究・検討を行いたいので、御協力よろしくお願いし

ます。 

 

各県等の状況 

 

福岡県（照会県の状況） 

 本県では、素材生産や造林の現場等で働く人材の確保、育成が喫緊の課題となって

いますが、林業大学校等の開校にあたっては、本県単独で、研修生が集まるのか、施

設や講師等運営面をどうするのか、育成した人材に見合う処遇をできるのか、といっ

た不安や課題があります。今後とも九州各県と情報交換を行い、九州各県が連携した

林業大学校について、本協議会等を通じて、研究・検討を行いたいと考えております。 

 

佐賀県 

 本県においても、担い手の確保は喫緊の課題であり、今後は、積極的に新たな人材

を見い出し教育し林業自体へ確実に就業させることが必要だと考えています。 

 しかし、福岡県同様、入学者数や講師など運営面での課題もあることから、先ずは、

就業時に身に付けておきたい知識や技術の教育ができないか検討しているところで

す。 

 

長崎県 

 本県では、緑の雇用制度を活用した講習や研修を行っています。また、ながさき森

林づくり担い手対策事業により、新規就業の促進を目的として、林業認知度向上のた

めの説明会や就業前体験等の実施、森林の守り人強化促進事業により、意欲と能力の

ある林業経営体の育成を図るため、新規参入、生産拡大、雇用拡大、処遇改善に取り

組む事業体に対し、かかる経費を支援しています。林業技術や知識を習得する研修、
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教育機関の整備は必要と考えており、今後も必要に応じて検討を行いたいと考えてお

ります。 

 

熊本県 

「くまもと林業大学校」では、新規就農から既従事者のレベルアップまで、多様な課

程を設けていますが、御質問のとおり長期間（１年間）にわたり新規就業者に必行な

技術と現場力を身に付けることを目的とした「長期課程」にかかる年間経費について

は、以下のとおりです。 

 

＜熊本林業大学校（長期課程）＞ 

・年間経費（R3 当初）：68,975 千円（PR 事業、事務経費含む） 

・定員：20 名（R3 応募数：27名、入学者数：20 名） 

※運用については林業従事者育成基金への業務委託により実施。 

 

 

大分県 

名称 おおいた林業アカデミー（H28開講） 

研修期間 １年間 

研修場所 大分県林業研修所及び県内森林 

予算（R3） 

総合技術習得研修    15,000 千円（補助率 3/4 財源：森林環境譲与税） 

  研修の実施に対する補助（実施：公益財団法人森林ネットおおいた） 

  緑の青年就業準備給付金 14,000 千円 （国費 10/10） 

    就業時の年齢が 45 歳未満を対象とした給付金(10名) 

中高年移住推進給付金  1,050 千円 

 （県 1/2、市町村 1/2、補助率 10/10、森林環境譲与税） 

     就業時年齢が 45 歳～55 歳で、県外からの移住者に対する給付金(2 名) 

広報事業        1,550 千円 補助率 10/10 森林環境譲与税 

  研修生の公募等に係るチラシポスター制作等の広報費用の助成 

推進費  1,070 千円  

  就業ガイダンス等事務費 

研修生の状況 

・定員：各年度 12 名 

・研修生：H28＝10 人、H29＝9人、H30＝6 人、R1＝9 人、R2＝9 人、R3＝7 人 

 

 

宮崎県 

 

年間経費 94,905 千円 
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 受講者数 

  平成 31 年度 令和 2年度 令和 3年度 

定員 15 名 15 名 15 名 

受講者数 21 名 20 名 20 名 
 

 

鹿児島県 

本県においては，姶良市蒲生町に設置する宿泊施設を有する「森の研修館かごしま」

を就業者の確保・育成対策の拠点とし，就業相談窓口の設置や新規就業希望者を対象

とした「鹿児島きこり塾」の開催，林業関連学科の高校生等を対象とした技能講習な

どを実施している。 

これらの取組により，本県における新規就業者数は，毎年，１５０人程度となって

いる。 

また，今年度からは，就業者の育成や定着を図るため，大学や関係団体と連携し，植

栽から木材生産に至る林業技術や，林業経営のノウハウを習得するための研修等を就

業者の技能レベルに応じて段階的かつ体系的に行い，キャリア形成等を支援する「鹿

児島スーパーきこり塾」を実施しており，研修内容等の必要な見直しを行いながら更

なる充実に努めることとしている。 

 

 

沖縄県 

 林業大学校などの設置はございません。 

 

 

  


